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第２章 LWOコート LCO薄膜電極の電気化学的効果 
表面状態が複雑な合剤電極から単純系電極である薄膜電極にモデルを置き換えてLWOコートによる
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第４章 LWOの Li拡散性が界面抵抗に及ぼす影響                                    
LWOのLi拡散性が本当に界面抵抗の低下に寄与するのかを検証するために、安定濃縮同位体6Liを用い
て、複数の構造が異なるLWOをコートした6LCO薄膜電極をPLD法で作製し、Li+の拡散を直接観察でき









第５章 アモルファス LWOコート LCO薄膜電極の高出力効果 
第４章で得られた知見を基に Li 拡散性に優れたアモルファス状態の LWO コートが Li 拡散性の良い
保護膜として十分な性能を果たすのか検証実験を行った。その結果、界面抵抗は Li拡散性に最も優れた
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 そこで、被覆の有無による表面構造の違いを、XPS, STEM, EELS等で解析した結
果、被覆なしの薄膜表面には、電解液の分解によるリン酸塩や正極から溶出したコ
バルトが検出され、正極自体も表面が還元されているのに対し、タングステン酸リ
チウムで被覆した薄膜では、電解液の分解生成物やリン酸塩は減少し正極の還元も
みられない。この事から、タングステン酸リチウムは、正極の保護被膜として機能
していることが分かった。 
 次に、タングステン酸リチウム被膜のイオン移動特性を調べるため、同位体の 6Li
で置換した多層薄膜を作成し、2次イオン質量分析法(SIMS)を用いて膜内および膜
間のリチウムイオン拡散挙動を調べた。その結果、タングステン酸リチウムは高い
リチウム拡散係数を示し、また電解液とのリチウムイオン交換速度も速く、正極材
料と電解液との界面イオン移動を促進する事が実証された。 
 更に、皮膜のタングステン酸リチウムの構造により、特性が大きく変わることを
見いだし、hexagonal, tetragonal, アモルファスの順で拡散係数が大きくなり、
界面抵抗は低くなった。この結果は、第一原理計算によるリチウムイオンの移動障
壁の計算からも裏付けられた。 
 これらの成果は、リチウムイオン電池の基礎的理解に資するのみならず、固体・
液体界面のイオン移動に関する新たな研究手法を開発したものであり、学術的意義
は大きい。よって、林徹太郎氏提出の博士論文は、博士(理学)の学位論文として合格
と認める。 
